
各施設におけるカルシウム受容体作動薬の使い方
① P、Ca、PTH 管理について
② SHPT薬物治療の現状
③ パーサビブ使用時のCa低下対応及び投与対象

※講演会終了後、情報交換会を予定しております

※申請予定（中）の単位

　秋田県病院薬剤師会生涯研修（0.75 単位）

主催： 小野薬品工業株式会社

木

日時/会場

にぎわい交流館AU   2F「展示ホール」 
19：15～20：352019年 5/30

〒010-0001 秋田市中通 1-4-1　TEL：018-853-1133

パーサビブ発売 2 周年講演会 in 秋田

特別講演　19:15 ～20:05

座長 羽渕 友則 先生　秋田大学大学院医学系研究科  腎泌尿器科学講座  教授

『SHPT に対する新しい治療
　　～Calcimimetics 注射製剤を用いた管理方法～』
池田 直史 先生
社会医療法人財団  石心会  埼玉石心会病院  腎臓内科  部長
さやま腎クリニック 院長

演者

ディスカッション　20:05 ～20:35

司会 齋藤　満 先生　秋田大学大学院医学系研究科  腎泌尿器科学講座  講師

大谷　浩  先生　秋田厚生医療センター  腎臓内科  診療部長
池田 直史 先生　さやま腎クリニック  院長

秋濱　晋  先生　市立秋田総合病院  泌尿器科  医長  

朝倉 受康 先生　秋田赤十字病院  腎臓内科  副部長
宮形　滋  先生　中通総合病院  泌尿器科

コメンテーター


